
植 物
実：サルトリイバラ、シラカシ、アベマキ、ヒサカキ、

ヤブムラサキ、ソヨゴ

昆虫類
キマダラミヤマカミキリ、
オオニジゴミムシダマシ、

  ヒナカマキリ（卵）     

今日の生きもの ※同定中のものも含む

天 気：晴れ
参加者：21名2026年1 月18 日（日）

森の手入れ
・樹林管理（活動広場の周辺）・植生管理（草刈り）

・駒打ち（シイタケ菌の打ち込み）・薪割り

自由活動
やりたいことがあれば、お気軽にご相談ください。

・木工（鉛筆立て）の希望あり

昼食 カレーライス
※参加人数等により内容を変更する可能性あり。

次回の活動予定 2月14日（土）

もりかつレポート

プログラムの案内

・共生の広場（2/11 人と自然の博物館にて）

子ども虫隊のメンバーがキーナの森の生きものに

ついて発表予定。

・クスノキの巨木を目指せ！in キーナの森（3/20）

来年度（2026年度）の活動について

２月のミーティングで意見を募集します。やりたい

ことなどを考えておいてください。別途案内したア

ンケートや事務局へ直接ご連絡いただいてもOK。

■ 森の手入れの記録

竹筒トラップ調査

園内に設置していた竹筒トラップを回収し、トラッ

プの中で越冬する昆虫の様子を観察。

オオスズメバチの巣の掘り取り

活動広場付近の樹林内にあったオオスズメバチの巣

を掘り出し、巣の内部を観察しました。

■ 午後の活動

■ ミーティングの記録

伐採した材は丁寧に集積ヒサカキの除伐

樹林管理

子どもたちの遊べる森を目指して森林の手入れ。

まずは伐採する木と残しておく木を決め、テープ

で印をつけました。その後は伐採対象木の除伐と

笹刈りを実施。林内の見通しがよくなり、人が立

ち入りやすくなりました。

お昼ごはん

・かしわ飯

・おでん

・焼きシイタケ

・ヤマモモ茶

ナタを使って竹筒割り 丸太の下の巣をのぞき込み

地上部が取り除かれ景観が改善

植生管理（草刈り）

駐車場の東側に位置するのり面で、ユウスゲなど

が咲く草原の維持を目指して草刈り。段々になっ

ている斜面で笹やススキを刈り取りました。刈り

取った植物は、春からの植物の生育を邪魔しない

よう持ち出し。今後は刈り取り範囲を広げて、引

き続き作業予定です。

斜面下から順に刈り取り

フユシャクの仲間（ ）

これまでに出た意見
・樹木調査 ・樹名札の設置 ・樹林管理 など

ノコギリの使い方が上達

クスノキ探訪

キーナの森の奥の方にあ

るクスノキの巨木を訪れ、

８本の幹の周囲長を計測。

もっとも太い幹は約258cm

でした。

笹刈り作業がお気に入り

幹の太さは迫力満点

竹筒トラップの調査結果
コウヤツリアブ、ツツハナバチ、オオ
フタオビドロバチ、エントツドロバチ、
ミカドジガバチ、ヤマトルリジガバチ、
オオジガバチモドキ、シリアゲコバチ
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